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＜連絡事項＞
・広報・記録委員会では『For春夏号』の表紙用写真を募集いたします。

応募期間：3/30（金）～4/13（金）まで

日ごろより皆様が撮影した写真で『For春夏号』の表紙に相応しい風景を写した物がございましたら是非奮ってご応募下さい。画像データやプリント写真にて青陽館　馬場までお願い致します。

 採用報奨

 表紙採用者は20,000円

 裏表紙採用者は5,000円

※その他応募に関する質問等がございましたら広報委員：馬場までご連絡下さい。

広報委員会
＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～歯痛訴えあり、臨時薬のロキソプロフェンNa3錠　3×毎食後で4日分処方(本日昼より)となる。

・小笠原　笑子様～9:35療養環境変更目的にて東Dユニット19号室→西Aユニット44号室へ転出となる。
・及川　キヌ様～10:15療養環境変更目的にて東Cユニット6号室→南Cユニット206号室へ転出となる。
・小向　武雄様～10:30療養環境変更目的にて東Cユニット4号室→南Bユニット103号室へ転出となる。
・成田　力大様～療養環境変更目的にて居室を東Ａユニット8号室→15号室へ移動となる。

・立花　圭様～療養環境変更目的にて居室を東Ａユニット10号室→14号室へ移動となる。
・橋本　拓実様～療養環境変更目的にて居室を東Ａユニット11号室→10号室へ移動となる。
・砂場　清治様～療養環境変更目的にて居室を東Ａユニット12号室→11号室へ移動となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。スタッフコール時は大声だが、妄想発言は無く、対応落ち着いている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・袴田　将志様～他者やスタッフの後を追ったり、まとまりのない言動きかれ落ち着つかず、常に詰所の前に立っている。他者を突き飛ばそうとする行為もあり主治医へ報告。他者への迷惑行為頻回でトラブルに至る可能性高いため15：30終日隔離開始となる(入室時、拒否・抵抗強くスタッフ3名にて対応している)。隔離開始後、自室にて臥床している。不穏・興奮無し。
＜要注目患者様＞

・藤井　崇史様～気分高揚さあるが、他者トラブルは無い。
・泉山　紀子様～飲水要求頻回だが、説明には渋々了解されている。
・根地戸　恵様～他者への話し掛けやスタッフへの話し掛けあり。行動に落ち着きのなさみられるがトラブルはなく経過している。
・山本　真智子様～自室にて臥床していること多い。幻聴に左右された発言はなく経過している。他者との交流もない。
・野田　敏治様～表情の険しさ持続しているがスタッフ対応は穏やか。問題行動はなく経過している。
・久芳　実都様～食事以外は自室にて過ごされており、他者交流なし。食事は1/2～1/3摂取している。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～早朝覚醒・気分高揚あり。臨時薬フルニトラゼパム（２）１錠　ネルボン（５）１日╱１回　寝る前　パルプロ酸NA除邦Ｂ（２００）　１日/２回　朝・寝る前　５日分処方し、以後定期となる。定期薬一部変更セパゾン止め・リスペリドン増薬し、７日分処方となる。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：原田　勉（はらだ　つとむ）様

　生年月日：昭和28年4月17日　64歳

　病　　名：アルコール依存症

　性　　別：男性

　病　　棟：東病棟Ｄユニット19号室

　入院形態：任意入院

　主治医　：田名部Dr

（経過）

　　H25年当院初診しその年にアルコール依存症、うつ病にて当院任意入院し、アルコールプログラムを実施している。H25年退院直後より飲酒再開。外来にて通院し抗酒剤を増やし、経過観察していたが、飲酒と断酒を繰り返すも完全に断酒すること出来ずにいた。H29年3月までは継続的に通院出来ていたが、γ―GTPの値が2021と悪化していたため、入院を考えるよう医師より説明あり。それ以降受診に中断していた。中断中、何度か本人と電話にて入院についてやりとりするも最終的に本人様より入院はしない事となり、通院も中断したままであった。同年10月下旬に本人様より受診相談あり。11月4日再診となる。通院中断していた際、99クリニック受診し、肝硬変と診断あり。その後2か月間は断酒していたが、飲酒を再開してしまっているため、H29年11月本人様より入院にてアルコールプログラム実施希望あり。入院予定となっていたが、診察時間待てず、入院キャンセルとなっていた。H30年3月13日本人様より再度入院希望あり。13日時点で2週間断酒している。また、現在99クリニックにて肝臓の薬を服用している。H30年3月30日10時　東病棟Dユニット19号室へ任意入院となる。
【備考】
・来週よりALプログラム導入予定(日にちは未定)。
氏　　名：留目　美江子様

　生年月日：昭和9年9月10日　83歳

　病　　名：混合型認知症、せん妄

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Cユニット6号室

　入院形態：医療保護入院

　主治医　：馬渡Dr
（経過）

　現在同敷地内に娘様が住んでいるが、独居生活。10日ほど前より嘔吐あり体調を崩し、食欲不振状態にある。同時に夜間徘徊が始まり、同敷地内の娘宅へ夜中訪ねたり、早朝に6時頃自宅より1Ｋｍ離れた場所で警察に保護されていた経緯あり。自宅にて経過観察していたが、症状改善されないため2～3日前に三戸中央病院の救急外来受診。尿路感染と診断され、抗生剤を処方される(この時発熱はない)が食欲戻らず、夜間徘徊は同様にあり。娘様が三戸中央病院の看護助手をしていることから、3/29三戸中央病院メンタルヘルス科を初診。深澤Ｄｒ診察にて入院加療必要と判断したため、当院へ相談連絡あり。3/30　13:30東病棟Ｃユニット6号室へ入院となる。
【備考】
・ＬＴセット：Ｃプラン、オムツ②で契約
＜入院患者様情報＞

氏　　名：澤村　彬（さわむら　あきら）様

　生年月日：昭和11年3月28日　19歳

　病　　名：自閉症
　性　　別：男性

　病　　棟：東病棟Ａユニット12号室

　入院形態：医療保護入院
　主治医　：田名部Dr

（経過）

　2・3日前から、施設の外に脱走を試みることが続いていて、昨日は1回の窓の外から脱走して外のセキュリティーを壊そうとしていることがあったという。食事の際も、多利用者の物を盗食しようとすることが目立っている。自身の鼻の中に指を突っ込み、出血させるなどの行為もあり、施設の対応は限界との事で、本日午後3時、施設職員と共に来院する。15:30東病棟Ａユニット12号室へ医療保護入院となる。
